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はじめに：靴幅（以下，ウィズ）は足長に対する足囲または足長に対する足幅を A（細い）〜G（太い，

なお女性用は A〜F）のアルファベットで表す．すなわち，靴のサイズは足部の「長さ」だけでなく，

足幅，足囲といった足部の「幅や太さ」についても考慮する必要がある．適した靴幅よりも広めの靴

を着用することで，靴が足部を十分に固定できず，歩行動作へ影響を与えると考えられる．本研究は，

靴幅条件（E，2E，3E）を操作した歩行課題を課し，留め具のない靴の幅が歩行動作に与える影響を

明らかにすることを目的とする． 

方法：実験参加者は女性 2 名とした．課題動作は自然歩行とし，距離 25m，幅 2m の所属機関構内の

廊下を歩行路とした．実験に使用した靴はハルタ社製のコインローファーとした．3つの靴幅条件につ

き 3試行ずつ計測した．歩行速度と歩幅を，歩行姿勢測定システム（アシックス社および NECソリュ

ーションイノベータ社）を用いてサンプリング周波数 30Hz で計測した．歩行周期時間，平均動揺量

を，体幹 2 点歩行動揺計 MVP-WS2-S（Microstone 社）を用いてサンプリング周波数 200Hz で計測

した．センサを実験参加者 A の第 6 胸椎付近（以下，Th6）と仙骨付近（以下，S2）に，実験参加者

Bの頭頂点と S2に取り付けた．体幹 2点歩行動揺計より得られた加速度データより，Harmonic Ratio

（以下，HR）を算出した． 

結果・考察：先行研究より若年者を対象に「歩行速度」と「靴紐の締め方の強弱」とを操作した歩行

実験を行い，靴紐の締め方が緩い（loose条件）と，適切に締めたとき（fit条件）と比較して，歩行速

度，S2 の上下動揺量，Th6 の上下方向の HR を低下し，Th6 の左右動揺量，S2 の前後動揺量を増大

することが示された．各分析項目における 3 試行分のデータの平均値および標準偏差を算出したとこ

ろ，実験参加者 2 名ともに，3E 条件ではその他の条件と比較して，歩行速度は最小，S2 の前後動揺

量は最大となり，本実験結果と一致している．本実験結果において，実験参加者 Aの Th6と比較して

実験参加者 B の頭頂点における上下動揺量は小さく，上下方向の HR は高いことから，身体の動きに

より歩行中の頭部の加速度変化を抑制していると考えられる．また，実験参加者 Aの Th6と比較して

実験参加者 B の頭頂点における左右方向の HR が小さいことから，頭部の左右方向の動きが歩行周期

と対応していない可能性がある． 
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